
　
今
回
は
春
日
居
町
鎮
目
地
区
を
紹

介
し
ま
す
。
鎮
目
は
古
代
甲
斐
国
の

軍
団
が
置
か
れ
た
場
所
で
あ
り
、
春

日
居
古
墳
群
や
菩
提
山
長
谷
寺
、
山
梨

岡
神
社
等
の
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　
春
日
居
古
墳
群
は
鎮
目
地
区
の
山
麓

を
中
心
に
41
基
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
内
、
平
林
２
号
墳
は
直

径
約
15
ｍ
の
土
盛
り
の
円
墳
で
、
６
世

紀
後
半
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
西
関
東
連

絡
道
路
建
設
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
花
形
鏡
板
︵
馬
具
︶
、
１
２
１

点
の
丸
玉
、
金
環
、
直
刀
、
２
面
の
鏡
、

大
甕
等
が
出
土
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は

山
梨
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
発
掘
調
査
終
了
後
、
石
室
の
み
西
関

東
連
絡
道
路
鎮
目
出
口
の
北
側
に
移
築

復
元
し
ま
し
た
。

　
移
築
復
元
し
た
石
室
は
全
長
８
・
６

０
ｍ
、
最
大
幅
１
・
９
８
ｍ
あ
り
ま
す
。

平
林
２
号
墳
は
豊
富
な
武
器
類
や
装
飾

品
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
春
日
居
地
域

の
中
心
的
な
豪
族
の
墓
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
平
林
２
号
墳
石
室
よ
り
農
業
用

道
路
を
徒
歩
で
40
分
程
登
る
と
菩

提
山
長
谷
寺
が
あ
り
ま
す
。
長
谷

寺
は
真
義
真
言
宗
で
本
尊
は
木
造
十

一
面
観
世
音
菩
薩
立
像
で
す
。
養
老
６

年
︵
７
２
２
︶
に
僧
行
基
に
よ
り
造
ら
れ

た
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
天
正
10
年

︵
１
５
８
２
︶
武
田
家
滅
亡
の
時
に
侵

入
し
た
織
田
・
徳
川
軍
の
兵
火
に
よ
り

伽
藍
は
焼
失
し
ま
し
た
。
本
堂
は
江
戸

時
代
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
本
堂

の
北
側
に
は
智
恵
を
授
か
る
た
め
に
僧

が
修
行
を
し
た﹃
智
の
池
﹄
が
あ
り
ま
す
。

　
長
谷
寺
の
参
道
を
麓
ま
で
降
り
、
平

等
川
沿
い
に
15
分
程
歩
く
と
山
梨
岡
神

社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神
社
は
古
代
に

創
建
さ
れ
、
武
田
家
や
徳
川
家
か
ら
信

仰
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
と
し
て
国
指

定
文
化
財
の
本
殿
︵
室
町
時
代
末
期
に

建
築
︶、県
指
定
文
化
財
の
太
々
神
楽︵
別

名
武
田
信
玄
公
出
陣
の
神
楽
︶
、
市
指

定
文
化
財
の
フ
ジ
や
﹁
キ
の
神
像
﹂︵
雷

除
け
の
神
像
︶
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
境

内
の
﹃
郡
石
﹄
は
古
代
山
梨
郡
の
中
心

に
置
か
れ
た
石
で
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
鎮
目
地
区
と
徳
条
・

国
府
地
区
︵
春
日
居
町
︶
、
松
本
・
山

崎
地
区
︵
石
和
町
︶
は
昭
和
31
年
︵
１

９
５
６
︶
ま
で
岡
部
村
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
村
名
は
山
梨
岡
神
社
の
﹃
岡
﹄

と
松
本
地
区
に
あ
る
物
部
神
社
の
﹃
部
﹄

に
由
来
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
石
和
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。

笛
吹
市
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

　
４
月
６
日
、
笛
吹
交
通
安
全
協
会
か

ら
﹁
交
通
安
全
の
た
め
に
活
用
し
て
く

だ
さ
い
﹂
と
交
通
安
全
旗
９
５
０
本
、

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
︵
新
入
学
児
童
に
配

布
︶
７
３
０
個
が
市
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
４
月
23
日
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会

が
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
、
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
、
ピ
ア
ノ
四
重
奏
な
ど
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
皆
盛
ん
に
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
行
う
介

護
認
定
審
査
会
は
、
従
来
、
東
八
代
広

域
行
政
事
務
組
合
に
お
い
て
共
同
処
理

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
４
月
か
ら
笛

吹
市
介
護
認
定
審
査
会
を
設
置
し
、
笛

吹
市
・
中
道
町
・
芦
川
村
及
び
豊
富
村

の
審
査
・
判
定
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
医
療
・
保
健
・
福
祉
の
各
分
野
か
ら

合
計
49
名
の
委
員
を
任
命
し
、
７
合
議

体
を
編
成
し
て
、
年
間
１
４
０
回
開
催

さ
れ
る
審
査
会
に
お
い
て
、
約
３
５
０

０
件
の
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
４
月
27
日
、
市
役
所
で
笛
吹
市
家
族
経

営
協
定
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
家

族
経
営
協
定
は
農
業
経
営
を
営
ん
で
い
る

家
族
が
農
業
経
営
の
や
り
方
や
収
入
配
分
、

休
日
の
取
り
方
な
ど
を
話
し
合
っ
て
決
め

る
農
業
経
営
体
の
ル
ー
ル
で
す
。家
族
個
々

の
役
割
、
責
任
、
評
価
な
ど
を
明
確
に
し
、

後
継
者
の
確
保
や
女
性
の
地
位
向
上
を
目

指
し
た
も
の
で
す
。今
回
、協
定
を
締
結
し

た
家
族
は
飯
島
弘
一
・
ゆ
み
・
豊
・
玉
治
さ

ん
︵
御
坂
町
成
田
︶
、
和
泉
喜
美
夫
・
守
行
・

錦
子
さ
ん︵
一
宮
町
一
ノ
宮
︶、梶
原
徳
夫
・

千
咲
さ
ん︵
八
代
町
北
︶、遠
山
善
明
・
理
江

子
さ
ん︵
八
代
町
竹
居
︶の
４
家
族
で
す
。

四剣の舞（神楽殿）

荻野市長に交通安全旗が引き渡された

4月5日、介護認定審査員任命式

すばらしい演奏が披露されました

家族経営協定書に合同調印

長谷寺智の池全景長谷寺智の池全景

山梨岡神社石柱建立記念写真

四剣の舞（神楽殿）

山梨岡神社石柱建立記念写真
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